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第 5 章 韓国政府における伝統武芸振興法の制定 
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案撤回を申し出た（2005 年 10 月 11 日）4」。そして、その後「撤回した法案の問題点を
解決して再び、翌 10月 12日に伝統武芸振興法案として提出する5」ことになった。 
                                                  
3 イゼハク、「韓国武道の近代的変遷過程に関する研究」、 龍仁大学校大学院博士論文、2005 
ホコンシク、「伝統武芸振興法の法理解釈と展望」、 大韓武道学会誌、10(1):41-56、2008 










目的 「伝統武術の保存・振興」 「伝統武芸の振興」 











































































〈表 5〉 伝統武術振興法と伝統武芸振興法の比較 



























2005年 10月、再び発議された武芸振興法は、同年 11月 17日、第 256回国会（定期会）








審査小委員会に回付された。その後、2008年 2月 22日、第 271回国会（臨時会）で第 1
次法案審査小委員会と第 5次文化観光委員会から修正可決という結果を得た。 
 そして、同年 3月 28日、法律第 9006号として「伝統武芸振興法」が制定された。 


































































































































































































































〈表 6〉 原案と修正案の対比表 























 伝統武芸振興法は制定から 1年間の期間を設け 2009年 3月 29日から施行することにな
ったが、これに先立ち 2009年 1月 22日に伝統武芸振興法の施行令に対する制定案が本法
案に関わる担当施行機関である文化体育観光部から出された。そして、同年 3 月 25 日に
実際の施行令が出された。この施行令は、伝統武芸振興法の各条の実行において必要な事
項をさらに具体的に定めたものである。 
 〈表 7〉は伝統武芸振興法とそれによる施行令を整理したものである。 
 







































































































































































「この令は 2009年 3月 29日から施行
する」 











第 2 節 伝統武芸の概念化 
 
                                                  








































第 3 節 伝統武芸振興法の施行後の韓国武芸界の動き 
  






 その 1 つが「全国海東剣道協会」であった。MOOKAS（武芸専門ウェブサイト）の記
事（2008年 9月 9日）によれば全国海東剣道協会は 2002年 1月に当時 20の道場をもっ























2008 年 3 月、韓国では韓国武芸を支援する目的で「伝統武芸振興法」という法律が制
定された。これは韓国の伝統ある武芸を支援する目的として提出された初めての法律であ
り、そのための基本計画の樹立や伝統武芸団体の支援、指導者の養成などを定めたもので
あった。 
この伝統武芸振興法は韓国の武芸に大きな影響をもたらした。 
 まず、これまで体育やスポーツの範疇で扱われていた韓国の武芸に対して、伝統的なも
のという新しい認識がもたらされた。そして、それまで武術、武芸、武道、格技などの語
が共通理解もないままに、いわば恣意的に使用されていたが、伝統武芸振興法の中で政府
が概念整理を行ったことで、秩序と正当性が与えられることになったのである。 
 さらに伝統武芸振興法は、グローバルに展開する国際スポーツが盛行する中にあって, 
韓国武芸を韓国の文化・思想を体現する民族スポーツに変容させるきっかけを提供するも
のと認めてもよいであろう。 
 
